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研究成果の概要（和文）：本科研の成果は、以下の3点に集約される。(1) ヴィクラマシーラ寺院との関連を有するイ
ンド仏教文献についてのデータベースを作成した。(2) 同寺院の代表的な学僧の著作群における密教思想の位置づけに
ついて、各研究メンバーが検討作業を行った。(3) 上記の2つの作業を踏まえたうえで、密教思想とそれ以外の仏教思
想との関係性の理解に関して何らかの学統が同寺院に存在するかどうかも考察した。このうち (2) と (3) の成果につ
いては、東京大学東洋文化研究所の学術雑誌『東洋文化』特集号（96号）で発表を予定している。

研究成果の概要（英文）：The results of this research can be summarized as follows: (1) A database was made
 for important texts preserved or known at the Vikramasila Monastery. (2) Each of the research members wor
ked on the relationship between mantranaya and paramitanaya explained in the works of the monk-scholars of
 the Monastery. (3) Based on (1) and (2), we also discussed the existence of a community of thought regard
ing the relationship between mantranaya and paramitanaya. 
As for the outcomes of (2) and (3), we are now preparing to publish them in a special volume of the Orient
al Culture (Institute for Advanced Studies on Asia, the University of Tokyo). 

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 後期インド仏教　ヴィクラマシーラ寺院　密教　顕教

哲学、中国哲学・印度哲学・仏教学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

インド密教の儀礼・実践体系が整備され、

その体系に対する明確な思想的基盤が与え

られるのは、7 世紀前後のことである。それ

以降の後期インド仏教では、僧院化の傾向と

相まって、密教思想とそれ以外の仏教思想

（小乗仏教、中観・唯識思想など、後に空海

によって「顕教」と総称されるもの）が、学

僧たちによって兼学されるようになる。その

意味においても、後期インド仏教の思想体系

が、密教思想とそれ以外の仏教思想の総合と

して成立していることは明らかである。それ

にもかかわらず、密教的側面とそれ以外の側

面とは、従来の仏教研究では、国内外を問わ

ず別個の研究対象として独立して扱われる

傾向があった。こうした研究状況が存在して

きた原因としては、密教思想の持つ難解さが

それに対する専門的研究を必要とし、その結

果として専門家以外の関与を阻んできたと

いう事情を挙げることができる。しかし、後

期インド仏教において、密教思想とそれ以外

の仏教思想との両者がいかに位置づけられ、

価値づけられているかという点を明確にす

ることは、インド仏教史を精確に記述しよう

とする者にとって不可欠な営みであろう。 
以上の問題意識に基づいて、これまで申請

者は、チベットの伝承により Vikramaśīla 寺院

（※800 年頃建立とされる；複数の写本資料

を基に海外研究協力者とも協議した結果、

Vikramaśilā ではなく  Vikramaśīla を正式名

称として採用）の学僧 Jñānaśrīmitra （980-1030
年頃）に帰せられる『金剛乗に関する二つの

極端な見解の排除 (rDo rje theg pa'i mtha’ gñis 
sel ba、 *Vajrayānāntadvayanirākaraṇa)』の校

訂テクスト・英訳註の作成を、密教研究者と

の共同研究で進めてきた。この著作はチベッ

ト語版本 5 種のみが現存しており、先行研究

はほぼ皆無であったが、「密教思想がブッダ

の教説から逸脱しないこと」を経典・論理に

基づいて証明する一方で、「密教思想が他の

仏教思想（特に中観思想）よりも優れている

こと」を「11 種の方便善巧 (upāyakauśalya)」
という概念を用いて細説するなど、申請者の

問題意識に多くの示唆をもたらしてくれる、

優れたモデルケースであった（同著作の 
critical edition と英訳註は  Serie Orientale 
Roma より出版予定）。 
今回の研究は、このモデルケースの成果を

立脚点としつつ、関連分野の第一線で活躍す

る国内外の研究者の協力を新たに得て、申請

者のこれまでの問題意識を「Vikramaśīla 寺院

の（10 世紀以降に現れる代表的な）学僧の著

作群」という包括的な枠組みのもとで、総合

的・多角的に展開しようとするものである。

この枠組みを用いる根拠・意義は、以下の 3

点に集約される。 
 

（１）そもそも同寺院は、現存する資料から

判断しても、後期インド仏教（または後期イ

ンド密教）を象徴する最大の拠点のひとつで

あり、同分野の研究において看過できぬ存在

である。 
（２）その同寺院の代表的な学僧による「密

教思想の位置づけ」を検討することは、それ

自体で重要な成果となる。しかしそれだけで

はなく、個別的検討の成果を互いに突き合わ

せて総合的・多角的に考察するならば、同寺

院における「思想的な共通認識」や「特に重

視された文献の傾向」など、いわば「学統」

とも呼ぶべきものが、そこに浮かび上がって

くる可能性がある。 
（３）同寺院の学僧たちがチベット仏教に大

きな影響を与えたことは、周知の事実である。

したがって、個々の学僧による「密教思想の

位置づけ」の分析、並びに「密教思想の位置

づけ」をめぐる同寺院の「学統」についての

検討は、チベット仏教との関連においても重

要な意義を有する。 
 

２．研究の目的 
 

以上の学術的背景を前提として、本研究が

目的とするのは、後期インド仏教における密

教思想が、それ以外の仏教思想との関連にお

いてどのように位置づけられていたかとい

う問題を、特に 10 世紀以降の Vikramaśīla 寺

院の学僧の著作群に焦点を絞って、総合的・

多角的に考察することである。研究期間内に

達成すべき具体的目標としては、以下の 3 点

を設定する。 
 

（１）基礎作業として、当時 Vikramaśīla 寺院

において存在していた、もしくは周知されて

いた密教文献・それ以外の仏教文献について

調査し、そのデータベースを作成する。 
（２）それと平行・連携するかたちで、同寺

院の代表的学僧の著作における「密教思想の

位置づけ」について、研究メンバーが、これ

までの各自の研究を踏まえた個別課題を設

定して検討する。 
（３）「密教思想の位置づけ」をめぐる Vikra- 
maśīla 寺院の「学統」について、（１）と（２）

の成果を踏まえつつ、総合的・多角的に考察

する。 
 

３．研究の方法 
 

研究目的に記した 3 点の具体的目標につい

て、それぞれ次のような方法で達成を図る。 
 

（１）本研究の基礎作業として、海外の諸学



術機関との連携協力により、サンスクリット

写本のコロフォン・チベット語翻訳文献コロ

フォンなどを資料としつつ、Vikramaśīla 寺院

における密教文献・それ以外の仏教文献につ

いてデータベースを作成する。 
（２）それと平行・連携するかたちで、同寺

院の代表的な学僧の著作に見られる「密教思

想の位置づけ」について、各研究者が個別課

題を立てて検討する。また、その成果は国内

研究会・国際学会パネルにおいて随時報告し、

研究計画へのフィードバックを行う。 
（３）「密教思想の位置づけ」をめぐる同寺

院の「学統」について、（１）と（２）の成

果を基に、海外研究協力者ともメーリングリ

ストで意見交換しつつ、最終年度の国内研究

会で総合的・多角的に考察する。 
 

４．研究成果 

 

（１）研究活動・成果における四つの側面 
 

上述の研究目的・研究方法に基づき、科研

費交付期間内に研究メンバーが推進した研

究活動およびその成果は、概して以下の四つ

の側面から捉えることができる。このうち①

は研究方法の（１）に、②～④は研究方法の

（２）と（３）に対応するものである。 
 

①データベースの作成：各研究メンバーが、

同寺院の学僧の著作における引用文献と、同

寺院に関連する言及を含む写本コロフォン

について、データベースの作成を進めた。入

力フォーマットについては、研究分担者の苫

米地が中心となって設計を行った。このデー

タベースは、同寺院で使用されていた仏教文

献の実態を知るための重要な資料となるも

のである。平成 25 年度末にいったん成果を

集約し（取りまとめは苫米地が担当）、今後

はハンブルク大学のデータベースプロジェ

クト（ Indo-Tibetan Lexical Resource、略称

ITLR）と連携しつつ、データベース公開を進

める予定である。 
②研究者間の交流促進：国内研究会（年 2～3
回）と workshop（平成 24 年度）を開催し、

海外からも研究者を招聘して、密教研究者と

それ以外の仏教思想研究者の交流を促進し

た。また、一般財団法人人文情報学研究所の

協力を得て英文メーリングリストを立ち上

げ、研究者間の連絡を密にした。 
③国外への成果発信：研究メンバーは、海外

の学会や workshop に積極的に参加し、成果を

発信するとともに、国際的協力関係を築くよ

う努めた。その結果、当該科研の組織は、海

外の研究機関（特にナポリ東洋大学、ハンブ

ルク大学）と交流を行う研究拠点として機能

したと言える。 

④写本研究の推進：上述の②と③を通じて、

海外研究協力者とともに、Vikramaśīla 寺院の

学僧の著作群（Ratnākaraśānti の Sarvarahasya- 
nibandha－ナポリ東洋大学の Francesco Sferra
教授が校訂中－、Ratnākaraśānti の Prajñāpāra- 
mitopadeśa、Abhayākaragupta の Madhyamaka- 
mañjarī－中国蔵学研究中心の Luo Hong 氏が

校訂中－、Ratnarakṣita の Padminī－研究分担

者の加納・倉西・種村が校訂中－など）のサ

ンスクリット写本研究を進めた。いずれの文

献も、後期インド仏教史の再構築に関わる、

極めて貴重な未公刊資料である。 
なお、研究方法の（２）と（３）に対応す

る成果については、東京大学東洋文化研究所

の学術雑誌『東洋文化 (Oriental Culture)』の

特集号（96 号）として公刊予定である。 
 
（２）個別的な研究成果 
 
次に、研究代表者・研究分担者による個別

的な研究成果の概要について、以下に順を追

って記述する。これは、主として研究方法の 
（２）と（３）に対応するものである。 
 
①久間（研究代表者）：Vikramaśīla 寺院の著

名な学僧 Jñānaśrīmitra に帰せられる密教文献

『金剛乗に関する二つの極端な見解の排除』

の内容を検討するとともに、チベット仏教の

思想家プトゥン（Bu ston）が同文献をどのよ

うに解釈したか、またインド仏教における密

教思想の位置づけをプトゥンがどのように

捉えているかを考察した。その他、研究会な

どの全体的な取りまとめを行うと同時に、本

科研と ITLR との連携方法の検討を進めた。 
②加納（研究分担者）：写本関係の仕事とし

ては、チベット伝存写本とカトマンドゥ伝存

写本の流通経路を解明する作業に従事した。

また、Ratnākaraśānti 著 Sarvarahasyanibandha
の写本の訳注を作成し、Abhayākaragupta の

Munimatālaṃkāra の写本校訂の一部を刊行し

た。思想関係では、タントラ注釈文献に現れ

る Ratnākaraśānti と Abhayākaragupta の如来蔵

理解が、それぞれ唯識学説と中観学説とを背

景とする点で異なっていることを明らかに

したうえで、前者の如来蔵理解の類型を解明

した。また、『宝性論』をめぐる Vikramaśīla
寺院の諸学僧の見解をまとめた論文を提出

した。さらには、いわゆる「六賢門」につい

ての最初期の記述が、Vikramaśīla 寺院ではな

く Buddhagayā の金剛法座に関わっていると

いう点も明らかにした。 
③倉西（研究分担者）：加納・種村と共同で、

Ratnarakṣita の Padminī 第 13 章前半部の校訂

テクストを作成した。また、同文献の第 1 章

の校訂・読解も加納・種村と共同で進めた。

さらに、Śrīdhara の著作 Sahajālokapañjikā の



校訂・英訳を進めた。 
④桜井（研究分担者）：Vāgīśvarakīrti 著『七

支』第 1 章のチベット語訳校訂テクストの整

定と読解を進めるとともに、Atīśa と Jitāri の
『阿閦成就法』の校訂・翻訳も行った。また、

「Atīśa 流阿閦」に関する文献資料を収集し、

インドからチベットへの伝承状況を調査し

た。さらに、この成果も内容に含めたものと

して、チベット密教の死者儀礼の一端を明ら

かにする論文を公表した。 
⑤種村（研究分担者）：maṇḍala の語義解釈に

関する思想的系譜の解明を行うとともに、

Padminī第 22 章前半部に見られる「経典の分

量」をめぐる議論について検討した。また、

Abhayākaragupta の実践論における伝統的大

乗仏教と密教の関係を探った。その際、従来

の研究の総括と今後の展開のために、Abhayā- 
karagupta と Ratnarakṣita 両者の実践論の類

似・相違も検討し、Abhayākaragupta の実践論

のインド密教における位置づけを図った。 
⑥苫米地（研究分担者）：Bhavyakīrti による

浩瀚な著作『灯作明 (Pradīpoddyotana) 再註』

の内容を検討し、インド後期密教の瞑想実践

と仏教認識論の関わりを調査した。その他、

データベースの取りまとめを担当しつつ、本

科研と ITLR との連携に向けて調整を行った。 
⑦宮崎（研究分担者）：11世紀にチベットにも

伝わった Atiśa の大乗仏教思想を検討し、そ

の成果を出版した。また、今後さらに大きな

視点から密教の位置づけを検討する可能性を

探りつつ、Atiśa が Nayatrayapradīpa を典拠

として密教を最上位に位置づけているという

従来の研究成果を再確認した。その他、チベ

ットの歴史書に現れるVikramaśīla寺院の記述

のデータベース化も推進し、本科研とITLRと
の連携の端緒を開いた。 
⑧望月（研究分担者）：Atiśa の密教文献のう

ち、『秘密集会タントラ』関係の文献と Tārā
成就法に関する文献を取り上げ、そこに受容

されるタントラ文献を調査した。また、Atiśa
の著作のコロフォンと歴史資料などを用い

て、彼のインド滞在に関する情報を収集し、

Vikramaśīla寺院における彼の活動について考

察した。さらには、Atiśa に帰せられる密教文

献のうち、『根本過犯』に対する注釈書の調

査を行い、彼の伝承する密教文献の一側面を

明らかにした。 
 
（３）研究成果についての総合的な所見 

 
以下は、研究成果についての総合的な所

見・自己評価である。まず、研究方法の（１）

に関して、ハンブルク大学のデータベースプ

ロジェクトである ITLR との連携の道筋を開

くことができた点は、今後の国内外の学術的

交流につながる成果として評価してよいと

思われる。その一方で、今後機会があれば、

データベースの分量をさらに増やしていく

ことに努めたいとも考えている。 
次に、研究方法の（２）については、研究

メンバーの協力も得て、多くの顕著な研究業

績が得られたと確信している。これらの成果

は、すでに述べたとおり、現在編集作業を進

めている『東洋文化 (Oriental Culture)』特集

号（96 号）において公表を行う。 
研究方法の（３）、すなわち「何らかの思

想的な共通認識」や「特定の文献重視の傾向」

の有無の問題についても、同じく『東洋文化』

特集号において、研究代表者が本科研の成果

を踏まえた総括的な所見を公表する予定で

ある。非常に大きな問題ではあるが、今後の

さらなる研究の足がかりとなるような仮説

を提示したいと考えている。 
 その他、本科研の重要な成果として繰り返

し強調しておきたいのは、当初の目的のひと

つでもあった「国内外の密教研究者とそれ以

外の仏教思想の研究者との間の学術的交流」

が、極めて高い程度で達成できたことである。

科研ワークショップや研究会の開催、関連学

会への積極的な出席を通じて、活発な学術交

流が行われた結果、研究者間のネットワーク

が緊密なものになった。その際、本科研のた

めに立ち上げた英文メーリングリストも、大

きな役割を果たしたと言うことができる。本

科研をひとつのきっかけとして、国内外の密

教研究、ひいては仏教研究が今後さらに進展

してゆくことを祈りたい。 
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